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近年, 糖尿病患者は増加しており, その予防と

治療の重要性が増してきている｡ 糖尿病治療の目

標は, 血糖・体重・血圧・血清脂質の良好なコン

トロール状態を維持することによって, 糖尿病性

細小血管合併症および動脈硬化性疾患の発症・進

展を阻止し, 健康な人と変わらない日常生活の質

(���) を保ち, 健康な人と変わらない寿命を確

保することにある�)｡ しかしながら糖尿病性合併

症を有する患者は増加しており, 特に神経障害は

�大合併症のうちでも比較的早期から出現し, 糖

尿病患者の���を損なう大きな原因になってい

る｡ そこで, 島根県下の糖尿病患者における神経

障害の実態を明らかにし, 今後の治療の一助とす

る目的で調査を行った｡
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島根県下�	施設に通院する糖尿病患者8��例を対象に日本臨床内科医会作成の ｢糖尿病

性神経障害チェックシート｣ を利用して糖尿病性神経障害の実態調査を実施した｡

自覚症状の有症率は ｢しびれ感｣ ����％, ｢痛み｣ ����％, ｢感覚異常｣ ���8％, ｢こむら

がえり｣ �	��％であった｡ アキレス腱反射は����％の症例で実施され, 異常率は���9％で

あった｡ 糖尿病罹病期間が長くなるほど, アキレス腱反射に異常を認めるほど自覚症状の

発現率が高かった｡

｢糖尿病性神経障害チェックシート｣ を利用して自覚症状を問診し, アキレス腱反射と

組み合わせることが神経障害の有無の判断に有用であると考えられた｡
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�) 松江赤十字病院糖尿病・内分泌内科 �) 野津医院
�) 島根県臨床内科医会会長
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